













































窺知されるが如く、 当時の然るべき 『法華経j研績の〈極めて盛んだった〉 様
子が推察されるところであるが、いかなる所以であろうか、これら 「製疏」の
ほとんどは散逸して伝わらないのが現状である。








してみると、経典の場合、 主たる 『妙法蓮華経Jを除いては、わずかに 『浬紫












































写本番号制 総行数 紙数｛店） 在n口u｛口） 推定年代（18)
縦 横 行数 界高
P.4567 92 3 26.2 37.0 24 23.2 17-19/28 6世紀末
暑70 98 4 ？ ？ 24 ？ 19-21/28 ？ 
















・ Peliot Collection Biblioth何回nationalede France: Pelliot chinois Tonen 
houang 4567 
・National Library of China: BD06196 （暑70)


























































⑧第一。 判l力一品。如来欲付嚇二依。是 ＝争 故名事1力品。就此品中凡有四文。 一－第
故先⑧現五種瑞相以之矯序。 二。 従爾時世尊巳下。詑如一例土。如来
E責＠現五極端相以之翁序。
(BD06196 p.3 l/.66-68) 




(T.85 no.2751 p.195a, l.20 26・
S.2439 p.2, l/.27-31) 
( 37) 
六朝古逸 『法華経疏』の岡本離片に関する一考察（金）
岳第三。従薬王巳下。詑於経未。数作未 ｜＝つ ｜薬玉品 襲従此巳下。詑於経末。後世
代也流通法用。 (BD06196 p.3 l.61 65) I ｜文中。大設骨第三。 敬二依。未来之世也流
適法用。 (T.85 no.2751 p.195b, l.25-26・
















（叫第一。従初己下。詑而 ＝〉 刈ヒ諸菩薩在何｝踊出品中求 => ｛島中之明不領。 品初（•）第
供養之。明恒漏出菩薩請 此土流通。今明其人復 一。諸｛・警薩請求流通。
求流通。 求他方流通。 (S.2439 p.l. 1.17) 
(BD06196 p.3, /l.70-71) 
刷第二。 従爾時世尊巳下。 ＝争 川従爾時己下。川第二文 二争 制初有三鍋領。上回第二。
~t如一例土。 如来康川現 也。就中凡有（bl五種力。 五種瑞格。














(S.2439 p.l, l.19-20) 
同第四。従是故汝等於如 ｜二今｜ 勿｝従是故巴下。品之伺｝第 i二今 (di従是故巴下。一偽半額。
来滅後己下。詑於長行。｜ ｜ 問。%吉勧二人。
｛常吉動二人。受持流通。 I I (S.2439 p.l, l.10-1) 
(BD06196 p.3 l.66-70) 
上同第四。＂事前勧二人。
(S.2439 p.2, /.27) 
さて平井宥慶教授は、この二本（＝[S.2439］三［暑70］）の岡本離片たる所




































一具 [P.4567] ［暑70] [S.2439] (T.85 No.2751) 





























思想の系譜（三類） ｜ ｜ 写本番号























4567 妙法蓮華経の注釈書 ／首尾欠損。巻第五、 第十七品の前半部を欠
き （最初の経文 土262.vol. 9. p. 45 b 11.1-13.2、2行目）、巻第六、第十
九品の前半部までを有す （最後の経文：p.47 c 8.2-5、86行目）。／ 中間の副
題 ．随喜［功徳］品［number18］、 43行目、及び法師功徳品 ［number
19］、 79行目。／ 岡本離片、 S.2439参照 （21から28品まで）、土 2751.vol. 85. 




































































＠第一。 従初日下。詑此品末。明＠上品等 二：＞ ［分別品］ 駒従初日下。書法⑧二人功徳。之





む第三。 法師功徳一品。明也下依法師。弘 => 法師功徳品従此巳下。後世文中。＠第
経功徳。 ニ文。上品己明上依功徳。此品中明＠下














4］） されている［暑70］と［S.2439］を岡本離片とする説 〈［暑70]= [S.2439] > 
に、筆者によって論証された上記の［P.4567］と［暑70］を岡本離片とする説
( [P .4567] = ［暑70］）を合わせれば、この三本は岡本離片ということになる




























分科 口口口 行数（お） 本文
3-?-4-1 17 1143 「分別品」は首欠のため不明。
3? 4-2 18 37 随喜品従此己下。後世文中。⑧第二経文。 (P.4567 /.43-44) 
3 ?-4-3 19 14119 法師功徳品 従此巳下。後世文中。曲第三文。 (P.4567 /.79-80) 
3-?-4-4 20 53 不軽品従此巳下。後世文中。＠第四文也。 (BD06196 p.l. /.9-10) 
4-1 21 381127 神力品従此巳下。経之大段。（D）第四流通文也。
(BD06196 p.3. /.61-62) 
4-2 22 21 嘱H累品従此巳下。後世文中。⑧第二文也。
(T.85 no.2751 p.195a. /.20-21・S.2439p.2. /.27・28)
4-3-1 23 34 薬王品製従此巳下。詑於綬末。後世文中。大段。第三。
(T.85 no.2751 p.195b. /.25 26・S.2439pふ／／.48-49)
4-3-2 24 39 妙音品 其人乃法身大土。先懸東方。
(T.85 no.2751 p.196a. /.15-16・S.2439p.4 1.81) 
4-3-3 25 27 観世音品 此人亦是法身大士。妙音一流先感（町西方。此土有縁私
化到此。 (T.85 no.2751 p.196c. /.18-20・S.2439p.6 //.119-120) 
4-3-4 26 15 陀羅尼品従此下文。所以而｛認）輿猶明方軌。
(T.85 no.2751 p.197b. /.4-5 ・ S.2439 p.7. l.146) 
4-3-5 27 14 妙荘厳王品 従己下。欲数衆生未来。懸賞務善知識。
(T.85 no.2751 p.197b 1.29 p.197c. l.l・ S.2439 p.8. 1.161) 
436 28 6711 普賢品 此人乃是（制法身大士。妙音一流 （40）奪感東方。此去有線随



























「P.4567_92 (26) ・ BD06196_P.04_98 (26) ・S.2439_P.04_081 (21）」 一 〔f04一紙
焼きの頁数、＿98一 全98行中98行目、（26）一 一行の文字数〕 O一 筆者には判読
できない文字 （異体字など）。 ［…］一 筆者による誤字 －脱字の補填。 1・1一










3-?. ⑫後世流通 ［門の大段第四、 有四］
( 48) 
六朝古逸 『法華経疏』の岡本離片に関する一考察（金）







































P.4567 15 (27) ：詑此品末。明＠上品等弟子。上依法師。二人功徳。⑧第二。随喜
｜一品｜。＠下品弟
P.4567 _16 (28）・ 子。持経功徳。＠第三。法師｜功徳｜一品。明＠下依法師。弘経功
徳。＠第四。不軽一品。
P.4567 _17 (24) ：欲明吋日来列巴矯謹。我親過去受持宜通。師及弟子倶得（49）三報。
P.4567 _18 (24）。側明経理深益物慮大。若爾以往法師未来不得不説。弟子未来




P.4567 _21 (27）；於此法身理中生信無疑。 即興•I上品二人不異也。所以者。 能常此
解以








P.4567 _25 (26）所以不須起塔者。何凡有二義。＠ー 但持経（臼）冥順聴心即法供養。
故言。















P.4567 _34 ( 25 ） 諦己下。 所以（•I重掌上依徳者。 欲明上依（岡未来通経益物庭大。 勘
上













P.4567_41(25) （ •唯況復持此経巳下。 有三億領。 (d前上依功徳。 I•官長行中重掌上
依
P.4567 _ 42 (25) ：徳。勧上品弟子興供養者。亦略不頒。｛f)従若見此法師己下。詑｛島
領
P.4567 43 (15）・ ｛f)前上勧上品弟子供養上依也。 障喜品
P.4567 _ 44 (28）従此己下。後世文中。＠第二経文。前品以明＠上品弟子。持経功
徳。此品中明




P.4567 _ 47 (25）。轄経。第三。 ＠（曲）分坐令坐。第四。＠勧人聴レ往。四中＠初者。聞
説書量琵生正
［敬］
P.4567 _ 48 (24）信。従聞憶持欲O此理。＠名障喜也。四人之中。此最在初。故得
ロ ｛61)
口口











P.4567 53 (24) ：随喜知得福機何。所以問者。欲令例答得福無量使来世受肇
P.4567 _54 (27）・之。従於二依所依威請生信也。（b）若比丘等者。正是下品弟子也。
至第五
P.4567 55 (28) ：十人。最是不知。凡有二義。 ①ー 者。明去坐己遠説者。不明聖心
微薄（同）得理砂


































P.4567 _76 (24) ：来何得不説化於未聞。・自下｛畠中略不預。lbゆ上禰動請問初。有九










P.4567 _82 (23）：化益物。即身得彼（7吠 根現報。此是（79)(80）岸地刷物依大士。積劫
行賓
P.4567 83 (22）：道善理（由）冥資。先己亦能見聞彰（田）外未（白）好明了宣通法華。員
P.4567 _84 (23）：賓極理妙（田）賞。資六根清徹。過（酎昔所得此文。乃是説益進徳 川。
就
P.4567 _85 (24）此品中凡有二文。同第一。 従（87）初己下。詑皆令清浄。明下依持
露呈。線
P.4567 _86 (22）道得其六根清浄。川第二。従是善男子己下。詑此品末。離明
P.4567 _87 (24) ：六根所得功徳。今言八百千二百者。一方説也。（田）浬繋経中明彼
P.4567 _88 (24）四依。解有浅深。判矯十六。今此経中明持経人。所得功徳分矯
P.4567 _89 (25）千二百。（89）奮経中明六根倶皆等得千二百。羅持師法共先儒許量
P.4567 _90 (25）推根功用作其多少也。由彼持経獲千二百。善資修行者。 人説既
( 54) 
六朝古逸 『法華経疏』の岡本離片に関する一考察（金）





















































BD06196 P.01 23 (27）・ー 懸出世。先三後二文額易知。所以乃列二寓億働者。欲
道不軽皆在
























































BD06196_P.02_ 47 (25）・ （＜）第三。I＜精勤二人。是以師及弟子流通奉持経理津益得三
報義。故
［業］






























































































































































S.2439_P.Ol_Ol 7 (25) 即浬繋鹿。 ・備中之明不領。 品（国初（a）第一。 諸（•）菩薩請求
流通。（b）初有三偽












S.2439 _P .01_ 022 (28）。弘経。員lj矯［己］見我。欲明三以備員極理用之矯韓悟理在
心名見也。例亦可








S.2439 _P .02_ 027 (20） ：代。 （d従是故己下。 一億半領。 上（d）第四。 （d精勤二人。 （ 1 95•却｝
嘱累品















































S.2439_P.03_046 (25) 示数利喜。州経師尋此経文贋説法華。嘗是空中 ｜所｜前以
得知。従上
S.2439 P.03_047(22) 己来未曾有起。此中始言。従法生起摩頂付嘱以此桜知。












S.2439 P.03 054 (25）・王本苦行事。故（1部品）宿王華説請其併説。（b）第二。従（附｛弗
告己下。詑以(145）錆供
［嵩］





















S.2439_P.03_065 (25) 通小乗矯中。今日因財通大乗法第上。放言。 第一。千二
百歳。身乃
S.2439 _P.03 _ 066 (23）・霊049）者。衆生滅童麿身則遷此之焼｛】田）警則焼欲伏還伏。富
知大
S.2439_P.03_067 (23) 士有物不同随根隠顕耳。不欲明指福多欲導焼指傷筋傷









































































( 2）「イギリス、フランスに於てi法華経調査 （大英博物館、 パリ国立図書館を訪ね、
敦煙本法華経の調査に当る）。第一回 昭和四十二（1967）年七月より八月ま
で、第二回 昭和五十 （1975）年八月よ り九月まで、 第三国 昭和五十一 (1976)
年二月より三月までJ（立正大学仏教学会口980]pp.24-25）参照。
( 3）「InternationalDunhuang Project圏際敦煙項目」〔http://idp.bl.uk／〕 参照。
(4）僧祥撰集 （CE.VIII－）『法華傍記』巻第二の 「菅京師龍光寺線道生二jに「専志
講法華経。著義疏二巻。」（T.51no.2068 p.56a. ll.13-14）と、道生（CE.355434) 
撰 『妙法蓮花経疏』巻上に「又以元嘉九年春之三月。於慮山東林精舎。＠又治
定之。加採訪衆本。具成一巻。」［SZ.27p. l脚註＠］ 「又字原本不明」 （SZ.27





( 6) （花山信勝日933]pp.13-14. pp.49 55注36）参照。









身鐙極照也。」（SZ.27no.577 p.15c. l.24・p16a, l.1）と、 〔Z僧肇 （CE.384-414?)
選 f注維摩詰経j巻第七に 「肇日・ー・・又法華云。二乗中止終必成偽而此経以根
敗矯諭。無復志求。夫浬繋者道之虞也妙之極也。」（T.38no.1775 p.392c, l.21 




p.358c. l. 1・3）と、 ④基（CE.632・684）撰 「妙法蓮華経玄賛』巻第四本 （「方便
品」）に「破別故名一者。二乗不知二篤方便。執二乗果以f奇異極。J(T.34 no.1723 











p 52b. ll.24-26）とある。ちなみに、 「莫極法身」については、 ③菩提流支訳
(CE.535・菩提流支の伝述か）『金剛仙論』巻第五に「故経言。是中諸人亦是金
剛明庭人則人尊也。又解此経所表自H是自主極法身故。亦云則篤有例也。J(T.25 






僧傍j巻第八 （T.50no.2059 p.380b）・吉裁の 『法華玄論』巻第一 二（T.34
no.1720 p.363c, p.379c）に詳しい。
( 9）『法華経疏J( =[S.2439] ・本疏の）「神力品」に① 「即長明短分傷異極。明自在
神力也。」（T.85no.2751 p.194c, l.16-17・S.2439p.l, l.7）と、 ② 「如来一切甚深
之事者。至極j去身§＼ft復篤物権生脱滅虞身。」（T.85no.2751 p.194c. ll.19・20・S.2439
p.l, l.8-9）と、 ③「欲明三以例異極理用之矯穏悟理在心名見也。」（T.85no.2751 
p.195a. l.ll-12・S.2439 p.l. l.2）とある。
(10）「33-I 法華経疏 （擬題） 大正蔵経八五の一九四一一九九 スタイン本 （S
2439）。 首末破欄の失題残巻なるも、什謬、 『妙法華j神力品長行の後部より勧










が公にされてから 2年後にあたる昭和7年 （1932)6月のこと」 （『T.inJ 45, 
p.3）参照。
(12）詳しくは、「｛表4］各品の冒頭の定型句」参照。
(13）「108 法華経疏 [T・N 144MF所収の典籍の前に置かれているカードに記入
されている通し番号の事l108: 6196 ［千文字劫絵録に記されている中園式
分類様式｝暑70 ［劫P 陳垣編 『敦燈劫絵録jの葉数の事］359A ［賓P：黄
永武主編 『敦建資裁jの巻数及び典籍の載せられている最初のページ数の事1
97-242b [144、94 それぞれ144MF、94MFの事l106、68 1備考］不軽品：








※［P.4567］については 「［通し番号］202 P. No. 4567 ［巻数－品題］法華
経疏 ［本文首尾］会将例～具十知 ｛行数l72' I ［一紙］縦26.2cm 横37.0cm
行数24 界高23.2cm ［備考］仮題、首尾欠、 三紙、品一七～品一九の釈文、
一行二五～三O字内外、 薄手白紙、初唐。J['l］「92の誤りJ（兜木正亨口978]
p.221）とあり、
※［S.2439］については 「［通し番号］1895 S. No. 2439 G. No. 5610 ［巻
数・品題］法華経疏 （仮題） ［本文首尾］究寛教～此経於 ［行数l241' I ［一
紙］縦26.2cm 横36.2cm 行数24 界高23.5cm ［正蔵頁］85. 194c-199a ［備
考］正蔵本の底本、一行二七字内外、巻尾に破損あり、神力品から勧発品まで









※ [S.2439] は 「5610.・一、‘m21 28. Good MS. of early 6 th cent. Whitsh buff 


























でが 「従此己下」で始まる0 ・ （中略） ーこれを （ト）（チ）本の関口定
型句とし得るかもしれない。」 と、（平井宥慶口98lb]p.261）に「E類 (E）、
(F) (T二七五一）、（G）。 (E) (F）三本は同疏が何らかの理由から切断され
たもののごとくである。（G）は以下の特徴から同類に加えるものである。①冒
頭に （経典全体の分科。これも特徴）大段務切りの記述あり、 ②次に品の来意















※引用文中の略語の説明は以下のとおり。（ ト）= [S.2439］、（チ）＝［暑70］、 I







のほかに、敦短文書の 『本業瑛路経疏J( =[S2748] ・ T.85 No.2798）や恵龍写記




(27) （平井宥慶 ［1991]p374・ [1993] pp664-665）参照。
(28）「4567 Commentaire du Miao fa lien houa king妙法蓮華経 I Deb. et fin 
manquent. Du K. 5，〆in17, deb. manque (1陀 citationdu sutra: T.262, vol. 8' l’ 
p. 45 b 11.1・13.2,sur la col. 2) a k.6，ρ’in 19. deb. seulement (derniere citation 
p. 47 c 8.2-5, sur la col. 86). I Sous-titres intermediaires: Souei hi [kong ti］ρ’ 
in随喜［功徳］品［n'18], col. 43, etFa che kong toρ’in法師功徳品［n'19], col 
79. I Pour un autre fragment du meme ms . cf.S. 2439 （〆in21 a 28). ed. in T. 
2751, vol. 85. pp. 194 c 199 a. I Cf. TKHK' 2. p.221, n。202.Iー ーIVI' siecle 
[26,5 x 142,8 cm］」 ［・1）「9の誤り」1・2）「KABUTOGISh凸同兜木正亨， Tonka
Hok吋：yomokuroku敦農法華経目録 Tokyo. 1971. （胞nFJV, p.26）参照。」
(rBnFJ V. p.207・〔http://visualiseur.bnf.fr/CadresFenetre?Q= NUMM-
( 74) 
六車fj古逸 『法華経疏』の岡本離片に関する一考察（金）





「説＝諦②⑧J[T.49 p.95脚註＠］ 「経＝部②⑧つ ［T.49p.100脚註＠］ 「捷＝健
⑮」（T.49no.2034 p.lOOc, l.7 11）とあり、これが「普門品重頒偶」に関する現
存する経録上における初出である。
(30）「三、《法隼径疏〉，作者不i羊。 原著巻数不洋。 敦煙遺~存 2号。均元名題，現
題系据内容所娘。(1）伯4567号，首尾均残。現存文自“分別功徳品第十七”
（首残）至 “法姉功徳品第十九” （尾残）。（2）斯2439号首尾均残。現存文自






(31）「二、《法隼径疏〉，作者不i羊。原著巻数不洋。北図存2号． （ー ）玉26号， 首尾
均残，存337行，所疏方 《嘗愉品》第三（首残）、《信解品｝第四 （尾残）。（二）


























































(44）法順写記 『法花義記j第三（= [S.4102] ・ CE.406-508）「安祭行品」に「若爾自｜］
忍辱篤地。由有忍故。悪土流通。堪受加銭。高行扶疎増長。功由於忍。故指忍







若有能如是観者。嘗知是矯深信解吋目。」［T.9p.45脚註＠］ 「持＝人（敦丙）J [T.9 









圭生霊旦」［T.9p.42脚註＠］ 「以＝己⑮・」［T.9p.4脚註＠］ 「末＝株⑧リ ［T.9
p.45脚註＠］ 「相＝想⑮リ ［T.9p.45脚註⑪］ 「些＝皆②⑧」 ［T.9p.45脚註G)]
「坊＝房⑮」 ［T.9p.45脚註＠］ 「造＝告⑮」 ［T.9p.45脚註＠］ 「瑛務＝瑛泊⑧J
[T.9 p.45脚註＠］ 「篤＋（己）⑧（敦丙）」（T.9no.2渇2p.45b. l.22・p.45c.l4）とあ
る。
(48）「分別功徳品」第十七の「復如来滅後」（T.9no.262 p 45b, l.2-23）を指す。
(49) ［三報］現報、生報、後報のこと。
(50）『法華経疏』（= [S.2439] ・本疏の）「神力品」に「従是故己下。品之第四結勧二













no.2751 p.195a. l.13-14・S.2439p 1.ll.23-24）と類似する文例が見られる。








p.45脚註＠］ 「［持］ー ⑮J[T.9 p.45脚註＠］ 「浴＝流⑧（敦丙）リ （T.9no.262 
p.45c, l.5-19）とある。
(56）『法華経疏j( = [S.2439］本疏の）「薬王品」に「従是故宿王華己下。正勧法師




丙）」 ［T.9p.45脚註＠］ 「［若立］ ⑧」 （T.9p.45脚註＠］ 「此＝是⑧（敦丙）J
[T.9 p.45脚註＠］ 「［懸］ （敦丙）」（T.9no.262 p.45c. l.29 -p.46a, l.2）とあり本
箇所からの取意である。
(58）「分別功徳品」第十七に 「爾時世尊欲重宣此義。而設備言 (bl若我i戚度後 能
奉持此経 斯人福無量 如上之所設 是則矯具足 一切諸供養 以
舎利起塔 七賓而荘巌 ＠表利甚高度 漸小至党天 賓鈴千蔦億 風
動出妙音 又於無量劫 而供養此塔 ＠華香諸瑛洛 天衣衆伎幾 燃
香•i曲目本燈 周匝常照明 悪世・法末時 能持是経者 則矯己如上
具足諸供養 ω）若能持此経 則如例現在 以牛頭＠栴檀 起僧坊供養
堂有三十二 高八多羅樹 上僕妙衣服 床臥皆具足 百千衆住庭
園林諸＠浴池 経行及鵡窟 種種皆巌好 若有信解心 受持讃諦書
若復数人書 及供養経巻 散＠華香・末香 以須長＠町言萄 ＠阿提目多伽
蒸油常白燃之 如是供養者 得無量功徳 如虚空無透 其福亦如是
( 78) 
六朝古逸『法華経疏』の岡本離片に関する一考察（金）
（＜）況復持此経 兼布施持戒 忍辱集締定 不町民不悪口 恭敬於塔廟
謙下諸比丘 遠離自高心 常思惟智慧 有問難不＠眼 随JI[貫篤解説
若能行是行 功徳不可量 Ill若見此法師 成就如是徳 態以天華散
天衣覆其身 頭面＠接足穫 生心如例想、 又感作是念 不久詣道＠樹
得無j属無潟 康利諸人天 其所住止庭 経行若坐臥 乃至説－｛易
是中懸起塔 荘厳令町少好 種種以供養 悌子住此地 則是｛弗受用
常在於其中 経行及坐臥」 ［T.9p44脚註＠］ 「末＝株⑧リ ［T.9p.45脚註＠］
「浴＝流⑧（敦丙）牢」 ［T.9p.45脚註＠］ 「膿＝恵⑮リ ［T.9p.46脚註＠］ 「［表刺
妙音］二十字一⑧（敦丙）」 ［T.9p.46脚註＠］ 「華香＝香華⑮」 ［T.9p.46脚註
＠］ 「油訴＝油蘇＠＠⑧⑧（敦丙），＝蘇泊⑩」 ［T.9p.46脚註＠］ 「法末＝末法（敦
丙）」 ［T.9p.46脚註＠］ 「栴＝路⑧＠⑧（敦丙）J [T.9 p.46脚註＠］ 「華香＝香華
（敦方）」［T.9p.46脚註＠］「campaka.，略＝蒼信⑩」［T.9p.46脚註＠］「Atimukta.」
[T.9 p.46脚註＠］ 「燃＝然（敦丙）」 ［T.9p.46脚註＠］ 「接足趨＝接稽足⑧（敦
丙）」 ［T.9p必脚註＠］ 「樹＝場⑧」 ［T.9p.46脚註＠］ 「妙＝好（敦丙）」（T.9


























p.189脚註01「［数］ リ（T.85no.2750 p.189b, l.26 p.189c, l.5・ S.2463 p.37. 
l.1-5）とある。
※ちなみに、 『大正蔵jは当該文献の始まりを 「華報Jから （『宝蔵119, pp.656-
662・37コマから49コマまで－ ②） とするが、写本にはこの前半部にあたる53行
（『宝蔵J19. pp.652-653・28コマから31コマまで ①） が含まれている。なお、
『大正蔵j未収録の当該文献の前半部①の末尾からは 「第一 第二」といった
語句は見当たらず、 ①と②との聞にはなお数行の欠損が認められる。①につい
て詳しくは （『解説jpp99-100）・（兜木正亨 ［1978]p.184) （平井宥慶口993]












五十。阿逸多。其第五十善男子善女人随喜功徳。我今説之。J(T.9 no.262 p 46b, 
l.27 -p.46c, l.6）とある。
(64）『法華経疏』（= [S.2439］・本疏の）「普賢品」に「所以奉者。正欲況出上依法師。
明弟子持経功徳、倫多。」（T.85no.2751 p.198c, l.15-16 ・ S.2439 p.1, l.24）と類似
する文例が見られる。
C65l r法華経疏j( = [S.2463］）「法師功徳品」に「初依人得理砂少。言偏句也。」（T.85
no.2750 p.189c, l.23・S.2463 p.38, l.14）と、 「陀羅尼品」に 「具足受持者。功徳甚
多。更有一解。下依法師。得理砂少。由尚不可限量。」（T.85no.2750 p.193c. l.20-

























no.262 p.47a, l.8 20）とある。
(71) c 「随喜功徳品」第十八に 戸阿逸多。汝且観是勧於一人令往聴法功徳如此。






開是経典 乃至於一偏 随喜矯他説 如是展車事救 至子第五十 最
後人獲福 今嘗分別之 如有大施主 供給無量衆 具i繭八十歳 随
意之所欲 見彼衰老相 髪白而面鍛 歯疎形枯掲 念其死不久 我
今感嘗数 令得於道＠果 即矯方便説 浬繋員賞法 世皆不牢固 主日
水沫J包焔 汝等成感嘗 疾生厭離，L、 諸人間是法 皆得阿羅漢 具
足六神通 三明八解脱 最後第五十 間－｛易随喜 是人福勝彼 不
可篤警日食 如是展韓関 其福倫無量 何況於法曾 初開随喜者 ぽ若
有勧一人 月守引聴i法華 言此経深妙 干高劫難遇 自日受数往諜 乃
( 81) 
六朝古逸『法華経疏』の岡本離片に関する一考察 （金）
至須央聞 斯人之福報 今首分別設 世世無口患 歯不疎責黒 唇
不厚表紙 無有可悪相 舌不乾黒短 鼻高修且直 額康而平正 面
目悉端巌 f詩人所喜見 口気無臭穣 f憂鉢撃之香 常従其口出 申若
故詣僧坊 欲聴法華経 須央聞歓喜 今首説其福 後生天人中 得
妙象馬車 珍賓之登輿 及乗天宮殿 ＠若於講法廃 勧人坐聴経 是
福因縁得 稼党車車輪座 申何況ー ，L、聴 解説其義趣 如説而修行 其
福不可＠量」 ［T.9p.47脚註＠］ 「果＝数⑮」 ［T.9p.47脚註⑪］ 「量＝限⑤⑧⑮J


















(T.85 no.2751 p.195a. l.13 ・ S.2439 p.l l.23）と類似する文例が見られる。
(76) （平井宥慶 ［1993]p.662）には 「弘」とある。
(77) （平井宥慶 ［1993]p.662）には 「荘？」とある。
(78) (BD06196 p.2. l.31）参照。





























千品徳。則能巌i￥六根功j昨。J[T.9 p.119脚註＠］ 「根＝福⑧」（T.9no.263 p.19a, 
l.18-22）とあり本箇所からの引証である。
(90）法裁（CE643-713）述『華厳経探玄記』巻第八には「又依肇法師法華疏中十善




望者。垂聖代其歓喜。J(T.8 no.221 p.130b, l.8-10）と、竺併念訳 （CE376-378)
『菩薩瑛洛本業経j巻上には「悌子。二金剛海戴法賓。所言問。自行十善。。人行
十善。。讃歎行十善者。。讃歎十善法。現千偽土数化一切衆生。無相達観皆成就
故。」（T.24no.1485 p.1014c, 1.28 p.1015a, 1.1）と、鳩摩羅什訳（CE.404）『摩詞
般若波羅蜜経』巻第二十四には「。自行十善亦。数＠他＠人行十善。。讃歎行十善
法。。歓喜讃歎行十善者。J[T.8 p.400脚註＠］ 「［他］ ⑧」 ［T.8p.400脚註＠］
「［人］ ②⑧」（T.8no.223 p.400c, l.1-2）とある。
( 83) 
六朝古逸 『法華経疏』の同本離片に関する一考察（金）
(92）『妙法蓮花経疏1 巻下に「千二百功徳。 援十善~義。 。自行。教化。 。讃嘆。随喜。
各有十善。合四十也。一善又能兼行十善。四十善一一皆爾。合四百善。四百善
各有上中下品。則千二百也。三根不如。得中下二品八百善也。官会根勝故。故千



















no.262 p.47c, l.2 -p.50b. l.2）の最後の経文は「是善男子J(T.9 no.262 p.47c, l.8・
P.4567 l.86）であり、 ［暑70］に見られる「法師功徳品」第十九の最初の経文


































(98）「法師功徳品J第十九に 「如是説法者 安住於此問 造問是衆皇室 而不
壊耳根」（T.9no.262 p.48a, l.23 24）とある。


















脚註＠］ 「威音王 Bhi号magarjitasvararaja.」［T.9p.50脚註＠］ 「見＝作⑮」 ［T.9



















如来滅後常感受持讃iJli<l解説書寓是経。」 ［T.9p.50脚註＠］ 「臆＝徳⑮つ ［T.9




競威音王 神智無量 終導一切 天人龍神 所共供養 申是f弗j威後
法欲室時 有一菩薩 名常不軽 時諸四衆 言十著於法 不軽菩薩
往到其所 而語之言 我不軽汝 汝等行道 皆賞作例 諸人間己
車霊段罵菅 不軽菩薩 能忍受之 同其罪畢巳 臨命終時 得開此経
六根j青海 神通力故 増益＠害事命 復篤諸人 康説是経 句者著法衆
皆蒙菩薩 教化成就 令住｛弗道 ＠不軽命終 イ直無数例 説是経故
( 86) 
六朝古逸『法華経疏』の岡本離片に関する一考察（金）
得無量福 4斬具功徳 疾成側道 彼時不軽 買lj我身是 ①時四部衆
著法之者 間不軽言 汝嘗作例 以是因縁 値無数例 此曾菩薩
五百之衆 井及四部 j青。信士女 今於我前 聴法者是 我於前世
勧是諸人 聴受斯経 第一之法 開示敬人 令住浬繋 世世受持
如是経典 ＂帥億億寓劫 至不可議 時乃得聞 是法華経 母億億蔦
劫 至不可議 諸f弗世尊 時説是経 帥是故行者 於例滅後 間
如是経 勿生疑惑 ①雁首一心、 庚説此経 世世値｛弗 疾成例道」























二盟主~·室主輩。 ＠如来一切甚深之事。 皆於此経宣示額説。」 ［T.9 p.52脚註＠］












正明高善岡崎妙果豊里塁~。 此表一乗義。」 （T.85 no.2751 p.197a, ll.26-27・S.2439 
p 7.l.141-142）と類似する文例が見られる。
※参考までに 『法華義疏』巻第二には 「印法師云。 此経緋無量蔦善也。以現在
行無量寓善故来世成例。問若説寓善成悌奥法華何異。彼答云此中但覆相明寓善
成例。不言高善之外無別三釆義。此｛旦是額賓未開権也。故輿法華f奇異。稀之鴛






(114) ［三乗丈六｝同文例は、恵襲写 （CE545）『法華経文外義jに四例 （ZW.2no.20 
p.336a）、吉蔵撰 『法華統略』巻上本に 「其既不定。三乗丈六。量是賞哉。j
(SZ.27 no.582 p.455a, l.18）と一例見られる。
(115）以下欠。写本の写真で見る限り、切断部分は［S.2439］とは重ならない。
(116) [T.85 p.194脚註＠］ 「首閥」、［暑70］に見られる現行本『妙法蓮華経j「如来
神力品」第二十ーの最後の経文は「説此経功徳猶不［能］登」 （T.9no.262 p.52a, 
l.16・17・ BD06196 p.4, l.98）であり、 ［S.2439］に見られる「如来神力品」第二十
ーの最初の経文は、 「以要言［之］」 （T.9no.262 p.52a, l.17・S.2439p.l, l.4）であっ
て、釈されるべき経文からみれば、両者の釈文は過不足なくつながっている。
c11 ?) r大正蔵1には「爾」とあるが、写本に 「示Jとあるため、「示」に訂正した。













者 住於大神通 鴬悦衆生故 現無量神力 也舌相至党天 身申放無
数光 潟求イ弗道者 現此希有事 諸例＠替変k整 及弾指之聾 周間
十方図 ④地皆六種動 （＜串以悌i成度後 能持是経故 諸偽皆歓喜 現
無量神力 嘱累是経故 讃美受持者 於無量劫中 猶故不能登 是
人之功徳 無j愛無有窮 如十方虚空 不可得没際 ⑥能持是経者 員lj
篤己見我 亦見多賓併i 及諸分身者 又見我今日 教化諸菩薩 自E
持是経者 令我及分身 滅度多賓仰 一切皆歓喜 十方現在例 ヂ千
過去未来 亦見亦供養 亦令得歓喜 諸イ弗坐道場 所得f必要法 自巨
持是経者 不久亦嘗得 能＠持是経者 ＠於諸法之義 名字及。言辞
築設無窮重量 如風於空中 一切無障・擬 於如来滅後 知悌所説経
因縁及次第 随義如賓説 如日月光明 能除諸幽＠冥 斯人行世間
能j威衆生関 数無量菩薩 畢寛住一乗 ω）是故有智者 間此功徳利
於我i成度後 藤受持斯経 是人於例道 決定無有疑」［T.9p.52脚註＠］
「持＝於⑮」［T.9p.52脚註。］「言語字＝言詞⑧」［T.9p.52脚註＠］ 「磁＝関⑮」













(T.9 no.262 p.52c, ll.4-12）とある。

















＝諸来⑮J(T.9 no.262 p.52c. 1.26 -p.53a. 1.3）とある。
(137) [T.85 p.195脚註＠］ 「命＝爾？」
(138）不明。参考までに f法華玄論j巻第二には「印法師云終蹄常住第一義空。」






(140）『大正蔵jには 「知」とあるが、 写本に 「智」とあるため、「智」に訂正した。
(141)『大正蔵jにはないが、写本に「O」（判読不可）とあるため、一字を補った。
(142）『大正蔵jには 「二」 とあるが、写本に「七」とあるため、「七」に訂正した。















[T.9 p.53脚註＠］ 「日月浮明徳 Candrasuryavimalaprabhasasrl.」［T.9p.53脚
































中最潟第一。 如例矯諸法王。 此経亦復如是。諸経中王。宿王華。 此経能救一切
( 91) 
六朝古逸『法華経疏』の同本離片に関する一考察（金）
衆生者。」（T.9no.262 p.54a, l.19 -p.54b, l.12）とある。
(153) (e）「薬王菩薩本事品」第二十三に「宿王華。｛刈ヒ経能救一切衆生者。此経能令
一切衆生離諸苦悩。此経能大銭益一切衆生。充満其願。 若ー書是経巻。華香
理略。 焼香＠末香塗香。 幡蓋衣服。 種種之燈・E本燈油燈諸香油燈。 •n倉萄油燈。
須長那油燈。・1皮羅羅油燈。・婆利飾迦油燈。句R婆摩利r由燈供養。所得功徳亦
復無量。J[T.9 p.48脚註＠］ 「末＝株＠リ ［T.9p.53脚註＠］ 「Camyaka.，謄＝
蒼＠⑫つ ［T.9p54脚註＠］ 「訴＝蘇＠⑮⑧⑮」 ［T.9p.54脚註＠］ 「Patala.J
















⑧リ ［T.9p.50脚註＠］ 「際＝徳⑮・」 ［T.9p.54脚註＠］ 「安祭 Sukhavatl.」［T.9
p54脚註⑪］ 「Amitayus.Amitabha.J [T.9 p.54脚註491I［復］一⑮J[T.9 p.54 
脚註＠］ 「復不＝不復⑮」［T.9p.54脚註＠］ 「茶＝茶告＠⑩J[T.9 p.54脚註Cfj]
「散＝養⑮」（T.9no.262 p.54b, l.26 -p.55a. l.3）とある。











[T9 p.55脚註＠］ 「［王］一⑮J(T.9 no.262 p55a. l.3 8）とある。
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